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年 月 日 （ 日 ） ：

分 ／ 分 有

人

0 1

0 1

番 番

No. 号 号 No.

分 3 年 1 1 2 年 分

分 3 年 2 2 3 年 分

分 3 年 3 3 3 年 分

68 分 3 年 4 4 3 年 分

分 2 年 5 5 3 年 分

分 3 年 15 7 3 年 分

分 2 年 8 13 2 年 57 分

分 3 年 10 14 2 年 79 分

50 分 1 年 13 17 2 年 79 分

HT 分 1 年 25 9 3 年 分

59 分 3 年 9 10 3 年 74 分

分 1 年 21 12 2 年 分

分 3 年 17 19 2 年 分

分 2 年 22 28 2 年 分

分 3 年 6 6 3 年 分 14

25 分 3 年 7 8 3 年 分

分 2 年 24 20 1 年 分 13

9 分 3 年 11 11 3 年 分 10

13 分 2 年 14 18 3 年 分

4 分 3 年 18 21 3 年 分 17

No. 延後 延前 延前 延後 No.

分 7 分

分 11 分

分 分

分 分

分 分

分 分

No.

分 14 0 － 1

分 3 0 － 2

分 －

分 －

分 －

分 －

分 －

分 －

分 －

分 －

分 －
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公 式 記 録 

平成２７年度兵庫県高等学校サッカー選手権大会 決  勝 47

日  時 2015 11 8 13 05 キックオフ 会  場   ノエビアスタジアム神戸

天  候 屋内 風 無風 ピッチ 天然芝 ・ 人工芝 ・ クレー 状  態 水含み 試合形式 80  延長 20 ／  PK戦

運営責任者 辺見  康裕 会場主任 堀口  泰司 記  録 田村 孝次  ／  石塚 健二  ／  後藤 大輔 観 衆 6,200

主  審 松井 健太郎 副審１ 山﨑  周造 副審２ 足立  正輝 第４の審判員 吉本  忠義

 チーム名

0

前半

2

 チーム名 kick off

芦 屋 学 園 高 校 後半 神戸弘陵学園高校
延前

選手番号 P
K
戦

延後 P
K
戦

選手番号

○×  先 PK戦 先  ○×

交代 シュート
選　手　名 (学年) 位置 位置 選　手　名 (学年)

シュート 交代

延後 OUT時間OUT時間 延後 延前 後半 前半 前半 後半 延前

西谷    将 GK GK 鈴木　悠太

本田　尚大 DF DF 松岡　耕生

1 阿部　哲也 DF DF 中濱　颯斗 １＊

中山　洋人 DF DF 山口　翔也

秋本    亮 DF DF 大隅　育志 1

柴田 光一郎 DF MF 下山　祥志 1

松尾　佑真 MF MF 村山    健

蔡    誠哲 MF MF 谷後　滉人 1＊

末吉    陽 MF MF 安達　敬祐 2

渋谷　大器 MF FW 土井　智之 2 3

樋口　善史 FW FW 入谷　子龍 2

田中　泰智 GK GK 岡田　峻汰

伊藤　敦也 DF DF 多田 勇慈郎

松本　竜征 DF DF 原    拓海

稲垣　誠也 MF MF 坂口　晃生

佐藤　雅也 MF MF 児谷　拓希

西村　大輝 MF MF 竹村　史明 2

野澤　充矢 FW FW ベハラノ ナオキ 2

節政　亮人 FW FW 岸本    陸

稲治　郁弥 FW FW 長濱　竜也 1

時 間 警・退 氏　　名 事 由 合 計 後半 前半 チーム合計 前半 後半 合 計 時 間 警・退 氏　　名 事 由

65 警 佐藤　雅也 ラフ 1 1 0 シュート 8 10 18

70 警 野澤　充矢 ラフ 12 6 6 Ｇ Ｋ 2 3 5

0 0 0 Ｃ Ｋ 7 3 10

8 4 4 直接ＦＫ 3 9 12

3 2 1

0 Ｐ Ｋ

間接ＦＫ 1 1 2

0 0 0

 ［警告事由］  反ス・ラフ・異議・繰返・遅延・距離・無入・無去                 ［退場事由］  不正・乱暴・つば・阻(手)・阻(他)・侮辱・警２

時 間 チ ー ム 得点者 スコア ［得点経過］ 略号例：ドリブル～・ゴロのパス→・浮き球∩・混戦×・ヘディングH・シュートＳ

0 0

得

点

経

過

17 神戸弘陵 谷後 右 7

47 神戸弘陵 中濱 左

→ 10 ∩ 中央 14 HS

5 → 中央 3 S

戦評者 所 属 加古川北・宝塚東 氏 名 井上・上野
  芦屋学園４-１-４-１、神戸弘陵４-４-２でスタートした決勝戦は、前線に⑨樋口を残し自陣に引いてブロックを形成しカウンターを狙う芦

屋学園に対し、⑭谷後・⑦下山を中心にボールポゼッションを高めゴールをうかがう神戸弘陵が立ち上がりからチャンスを多く作る。ゴール

前に高さのあるＤＦを揃える芦屋学園に対し、多彩なパス回しからゴールを狙う神戸弘陵は、前半17分ショートコーナーからサイドでパスを

つなぎ、⑩入谷のクロスを⑭谷後がヘディングで合わせ先制する。後半に入っても高い技術でボールポゼッションを続け⑨土井・⑩入谷の個

人技でゴールを狙う神戸弘陵は、③中濱がセンターサークル前からのロングシュートをゴールに突き刺し2点目を奪う。反撃に出たい芦屋学園

は④中山を前線に上げ４-４-２とし選手交代を重ねるが、③中濱・④山口を中心に高い集中力を保つ神戸弘陵の守備からチャンスを作ること

ができず試合終了。接戦をものにし決勝戦まで駒を進め最後まで走り抜いた芦屋学園に賛辞を送るとともに、ボールと人が動きポゼッション

を高め圧倒的な強さを見せた神戸弘陵には兵庫県代表として全国大会での活躍に期待したい。

(一社)兵庫県サッカー協会
兵庫県高体連サッカー部
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